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F
O
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噌

i
-

同
月
-

a
u
-
年
一
七
月
八
日
執
行
の
参
議
院
議

3
一
員
選
挙
に
際
し
て
、
補
充
選
挙

明
一
人
名
簿
が
、
次
の
よ
う
に
調
製

仁
一
さ
れ
ま
す
か
ら
、
該
当
す
る
方

自
.
一
は
、
登
録
申
請
を
行
っ
て
、
選

一
挙
人
名
簿
の
脱
漏
に
よ
り
、
選

一
挙
当
日
投
票
が
で
き
な
い
と
い

一
う
こ
と
の
な
い
よ
う
御
注
意
下

回
民
一
さ
い
。

-
5
.
一
、
補
充
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
る
者

昨
年
九
月
十
五
日
現
在
で
調

製
し
た
基
本
選
挙
人
名
簿
、
市

広市津

私
こ
の
度
、
は
か
ら
ず
も
当

市
助
役
の
重
職
を
汚
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
与
に
本

紙
上
を
か
り
、
謹
し
ん
で
市
民

邑
民
一
の
皆
様
に
御
挨
拶
申
し
上
げ
ま

4
局
一
す
。も
と
よ
り
浅
智
短
才
、
至
ら

な
い
と
こ
ろ
の
多
い
者
で
あ
り

~， (昭和昨?月間)
第三種郵便物認可‘、.，，a圃ar--

長
選
挙
及
び
市
議
会
議
員
選
挙

に
伴
う
補
充
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
者
以
外
の
者
で

次
に
掲
げ
る
者

ω
昭
和
十
一
年
六
月
十
九
日

以
前
に
出
生
し
た
者
。

伸
昭
和
三
十
一
年
三
月
十
九

日
以
前
か
ら
引
続
き
当
市
に

住
所
を
有
す
る
者
。

川

w
有
資
格
者
で
脱
漏
し
て
い

る
者
。

一
一
、
登
録
申
請
の
方
法

申
請
期
間
内
に
、
選
挙
人
名

御

挨

魚
憲
市
助
役

言
す
が
、
懐
し
い
郷
里
の
仕
事

に
た
づ
き
わ
ら
せ
て
頂
く
こ
と

は
誠
に
身
に
余
る
無
上
の
光
栄

と
存
じ
、
衷
心
感
激
に
堪
え
な

い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

私
は
こ
の
感
激
を
い
つ
ま
で

も
持
ち
つ

x
け
て
、
市
長
の
補

佐
役
と
し
て
一
意
専
心
、
愚
鈍

に
む
ち
う
っ
て
職
責
遂
行
の
た
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所

町荒
聞
市
印
一
去
る
六
月
十
一
日
市
役
所
で

一

津
浜
一
一次
の
件
に
つ
き
急
施
臨
時
市
議

一

魚
、
一
会
が
聞
か
れ
、

A

一

d
一
一
、
魚
津
市
助
役
の
選
任
に
関

一

し
同
意
を
得
る
の
件

登
録
申
請

に
つ
い
て

簿
登
録
申
請
書
を
提
出
す
る
こ

と
。
ハ
申
請
書
は
選
挙
管
理
委

員
会
ま
た
は
、
各
出
張
所
で
交

付
し
ま
す
o
v

三
、
登
録
申
請
期
間

穴
月
十
九
日
か
ら

=
z
E

六
月
=
+
亙
固
ま
で

4
E
E

問
、
補
充
名
簿
の
縦
覧

友
び
異
議
の
申
立

期
間

穴
月
二
十
九
日
か
ら

E
E
E

七

月

=

，固
ま
て

E
E
B

由

正

め
及
ば
ず
な
が
ら
、
微
力
を
い

た
し
て
参
り
た
い
と
念
願
致
し

て
お
り
ま
す
。
何
卒
今
後
市
民

の
皆
様
よ
り
何
か
と
御
指
導
と

御
協
力
に
併
せ
、
御
交
誼
を
賜

わ
り
ま
す
よ
う
切
に
御
願
い
申

上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
御
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

巻、

施

臨

時

市

、ー議

A :z:r. 

富
山
市
五
福
四
、
四
六
三

番
地
三

由

正

敏

が
満
場
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し

た。

在
外
事
実
調
査
は

す

み

ま

乙

五
月
一
日
公
布
施
行
の
、
厚

生
省
々
令
に
よ
る
在
外
事
実
調

査
に
つ
い
て
、
調
査
員
が
お
伺

い
し
た
で
し
ょ
う
か
?
未
だ
在

外
事
実
調
査
の
済
ん
で
い
な
い

方
は
、
至
急
市
厚
生
謀
、
叉
は

最
寄
り
の
市
出
張
所
ま
で
御
連

み

i
ふ
μ

絡
下
さ
い
。

調
査
洩
れ
に
な
り
ま
す
と
、

後
日
不
便
な
も
の
が
あ
り
ま
す

の
で
、
是
非
調
査
を
受
け
て
下

v

‘・、。

旬、，、

nv向
調
査
期
日
は
六
月
三
十
日

限
り
で
す
。

……紘一一紘一級一一一緒…

敏

許
可
を
受
け
て
か
ら

い
よ
/
¥
六
月
二
十
六
日
よ

り
、
皆
さ
ん
待
望
の
。
あ
ゆ
h
H

が
解
禁
に
な
り
ま
す
が
、
希
望

者
は
許
可
証
の
交
付
を
受
け
て

下
さ
い
。

な
お
、
河
川
別
の
許
可
証
交

付
先
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
早
く
申
込
み
下
さ

、。、U

記

一
、
角
川
、
布
施
川
は
ハ
有
料
》

共
同
漁
業
権
を
も
っ
、
呉
東

内
水
面
漁
業
協
同
組
合
へ

ハ
田
方
町
北
陸
配
管
K
K
内
〉

ニ
、
角
川
、
布
施
川
以
外
の
河

川
は
ハ
無
料
〉

市
役
所
商
工
水
産
課
へ
〈
水

族
館
内
〉

@
六
月
二
十
五
日
ま
で
は
、
ゆ
め

ゆ
の
採
捕
は
絶
対
出
来
な
い

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

検
診
を
受
げ
て

乳
幼
児
の
健
康
診
断
を
左
記

に
よ
り
実
施
し
ま
す
か
ら
、
該

当
者
は
必
ず
検
診
を
受
け
て
下

さ
い
。な
お
個
人
あ
て
に
は
通
知
し

ま
せ
ん
か
ら
御
了
承
下
さ
い
。

記

六
月
二
十
二
日

下

さ

し、

経
団
校
下

経
田
小
学
校

六
月
二
十
七
日

片
貝
校
下
片
貝
小
学
校

六
月
二
十
九
日

加
積
校
下
加
積
出
張
所

各
自
と
も
午
後
一
時
よ
り

午
後
四
時
ま
で

皆
さ
ん
本
年
も
お
そ
ろ
し
い

日
本
脳
炎
の
流
行
期
と
な
り
ま

し
た
。
昨
年
、
市
に
発
生
し
た

患
者
数
は
、
七
名
〈
主
と
し
て

予
防
注
射
を
受
け
て
い
な
い

者
〉
内
三
名
死
亡
し
て
お
り
ま

す
。年
令
別
で
見
ま
す
と
、
生
後

よ
り
十
四
才
頃
ま
で
が
六
名
で

す
。
伝
染
経
路
は
、
蚊
で
あ
る

の
で
、
患
者
が
発
生
し
て
か
ら

蚊
の
防
除
を
し
た
の
で
は
、
時

期
お
く
れ
で
あ
り
、
蚊
の
発
生

時
に
徹
底
し
た
防
除
を
致
し
ま

し
ょ
う
。

な
お
日
本
脳
炎
の
予
防
注
射

を
左
記
に
よ
り
実
施
し
ま
ず
か

ら
年
令
に
よ
ら
ず
市
民
全
員
が

必
ず
受
け
て
下
さ
い
。

記

-
、
注
射
を
受
け
る
者

市
民
全
員
と
す
る

ハ
生
後
よ
り
六
才
ま
で
の
者

は
特
に
受
け
る
こ
と
。
小
学

校
児
童
は
学
校
別
に
行
う
〉

=
、
注
射
の
量

初
回
免
疫
(
生
後
受
け
た
こ

と
の
な
い
も
の
〉
一
、

O
∞

づ
っ
七
日
の
間
隔
で
二
回
皮

下
に
注
射
す
る

追
加
免
疫
〈
昨
年
二
回
受
け

た
も
の
〉
一
、

omを
一
回

皮
下
に
注
射
す
る
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三
、
実
費
徹
牧

次
の
通
り
実
費
徴
牧
致
し
ま

ず
か
ら
必
ず
持
参
下
さ
い
。

二
回
受
け
る
者
九

O
円

一
回
受
け
る
者
四
五
円

四

、

副

作

用

注
射
局
所
に
、
軽
度
の
腫
脹

発
赤
を
認
め
る
場
合
も
あ
る

が
、
一
過
性
で
速
か
に
消
退

す
る
。

六
、
目

時

校

下

別

市

内

最
近
魚
津
市
内
で
、
昨
年
ア

メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
発
生
し

た
地
帯
に
、
す
で
に
ア
メ
リ
カ

シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
成
虫
(
蛾
〉
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
昨
年

発
生
し
た
本
江
(
鴨
川
町
〉
三

ヶ
、
本
新
、
村
木
及
び
新
地
地

帯
の
周
辺
に
お
い
て
は
、
厳
重

に
注
意
し
て
下
さ
い
。
防
除
に

つ
い
て
は
、
市
農
林
課
で
担
当

し
て
お
り
ま
す
が
次
に
よ
り
防

除
の
実
施
に
協
力
下
さ
い
。

付
こ
の
害
虫
は
、
草
木
を
喰
害

・
す
る
賓
食
性
の
虫
で
、
特
に

発

生

a'嗣
査
霞
当
地

魚
津
地
区
火
の
宮
区
一
部

神
明
町
ニ
区
、
高
町
一
部

八
代
町
一
部
、
橋
場
町

下
中
島
地
区
慶
野
一
円

上
中
島
M
H

湯
上
一
円

松

倉

M
H

古
鹿
熊
一
円

下
野
方
向
H

友
道
一
区

片

貝

M
M

島
尻
一
部

加

積

M
M

上
村
木
記
念

社
宅
一
部

道

下

H
H

釈
迦
堂
一
部

経

団

H
H

浜
経
団
表
向

岡
経
団
下
坂
の
下
、
上
坂

の
下

西
布
施
地
区

蛇
田
一
部

調

査

日

七

月

一

日

こ
ん
ど
総
理
府
統
計
局
で
は

一

酉
?
と
に
区
分
し
て
、
各
人
に

全
国
か
ら
一
部
の
区
域
を
選
ん

一

記
入
を
依
頼
し
ま
す
。
次
い

で
、
七
月
一
日
現
在
で
就
業
構

一

で
、
記
入
さ
れ
た
調
査
票
を

造
基
本
調
査
を
行
う
こ
と
に
な

一

集
め
る
た
め
に
世
帯
を
再
び

り
ま
し
た
ひ
こ
の
調
査
は
、
皆

一

訪
問
し
、
そ
の
際
世
帯
員
の

様
方
の
仕
事
の
状
態
な
ど
に
つ

一

記
入
に
誤
り
が
な
い
か
ど
う

い
て
お
た
ず
ね
し
て
、
雇
用
問

一

か
を
確
め
、
所
要
の
事
項
を

題
や
、
失
業
問
題
な
ど
の
対
策

一

質
問
し
て
記
入
し
ま
す
。

を
た
て
る
に
必
要
な
、
統
計
資

一・
準
備
副
査

料
を
作
る
た
め
に
行
う
も
の
で

一一

準
備
調
査
は
六
月
こ
す
日
か

す
。

一一

ら
二
十
五
日
ま
で
の
六
日
間

く
じ
引
き
の
結
果
、
当
市
も

一一

F
、
受
持
調
査
区
内
の
世
帯

調
査
地
に
選
ば
れ
ま
し
た
の
で

一一

全
部
を
巡
回
し
て
行
い
ま

調
査
員
の
方
が
、
お
宅
を
訪
問

一一

す
。
準
備
調
査
は
、
受
持
調

し
て
、
準
備
調
査
を
行
う
と

一一

査
区
内
の
世
帯
を
一
つ
/
¥

に
な
り
ま
し
た
。
何
と
ぞ
こ
の

一一

確
め
て
準
備
調
査
世
帯
名
簿

調
査
に
御
協
力
下
さ
い
ま
す
よ

一一

を
作
り
、
こ
れ
を
実
地
調
査

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一

ー

一

を
行
う
世
帯
を
選
定
す
る
た

な
お
準
備
調
査
の
終
っ
た
後

一一

め
の
基
本
と
す
る
に
行
う
も

さ
ら
に
く
じ
引
き
で
き
ま
つ
こ

一
T
一

の
で
す
。

一
部
の
お
宅
に
、
本
調
査
を
お

一

願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

一・
実
地
周
査

す
の
で
、
く
じ
で
選
ば
れ
た
お

一

実
地
調
査
を
行
う
世
帯
は
、

宅
に
は
、
あ
ら
た
め
て
調
査
員

一

さ
き
に
作
っ
た
準
備
調
査
世

の
方
が
お
願
い
に
上
り
、
次
の

一

帯
名
簿
よ
り
、
選
定
さ
れ
た

こ
と
を
お
聞
き
い
た
し
ま
す
か

一

各
世
帯
を
、
七
月
一
日
か
ら

ら
、
そ
の
節
は
重
ね
て
御
協
力

一

七
日
ま
で
の
で
き
る
だ
け
早

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
あ
ら
か

一

い
時
期
に
行
い
ま
す
。

じ
め
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一-
田
査
の
項
目

一
、
十
四
才
以
上
の
世
帯
員

に
つ
い
て

付
氏
名
、
世
帯
主
と
の
続

柄
、
男
女
の
別
、
生
年

月
日
、
配
偶
関
係

伺
就
業
、
不
就
業
の
別

同
従
業
先
の
名
称
、
組
織

お
よ
び
事
業
の
種
類
、

従
業
先
で
の
仕
事
の
種

類
お
よ
び
従
業
上
の
地

位
、
な
ら
び
に
こ
れ
ら

に
附
随
す
る
事
項

同
門
転
職
、
追
加
就
業
ま
た

は
新
就
職
希
望
の
有
無

お
よ
び
希
望
の
理
由
、

求
職
活
動
の
有
無
と
求

職
方
法

伺
過
去
一
カ
年
間
の
転
職

離
職
、
新
就
職
の
有
無

お
よ
び
理
由
、
入
職
方

法
お
よ
び
前
職
に
関
す

る
事
項

約
就
業
時
間
ま
た
は
就
業

日
数

帥
牧
入
ま
た
は
欣
益

約
社
会
保
険
加
入
状
況

二
、
世
帯
に
つ
い
て

付
十
四
才
未
満
の
世
帯
員

の
男
女
別
数

伺
世
帯
の
総
牧
入

伺
Oなみ散発とてしつくと廻まラ桜
t場でし見。焼てても。調す、プ
四合、、が 却いいの初査。 桑 ラ
Oに防被お にまる巣期しで等タ
Oは除害く 重すとをにてすをナ
倍、の葉れ 点かこか於、か好ス
液 D 徹の、 をらろけい採らん
を D 底切幼 お、にたて卵絶で柳
行 T が取虫 切、様、すえ喰
う二困りが く取いに枝るず害ポ
こO難の分 こつ集なにこ巡しプ
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事て各い世査すいい個世指8
をい世、帯世なてう人帯定査
もる帯世票帯わ調三票員さの
つ者員帯にのち査種甲にれ方
て」をのよ世、し類、った法
い甲「十つ帯指まの個い調
な票仕四て主定す調人て査
い、事才質にさ。査票、世
者とを以問対れ 票乙世帯
」「も上をした を、帯の
乙仕つの行て調 用と票各



(2) 広市津魚

本
年
度
に
な
っ
て
、
坪
野
キ

ヤ
ソ
プ
地
が
県
か
ら
指
定
を
受

け
ま
し
た
。
キ
ヤ

γ
プ
地
は
松

倉
青
年
団
員
の
奉
仕
に
よ
っ
て

整
地
整
備
さ
れ
、
去
る
九
日
、

十
日
、
魚
津
市
教
育
委
員
会
と

市
連
合
青
年
団
の
主
催
で
、
キ

ヤ
γ
プ
指
導
者
講
習
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
市
民
各
位
の
利

用
を
歓
迎
致
し
ま
す
。
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一
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地
ー
ー
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テ

γ
ト
は
市
教
育
委
員
会
に

一
張
(
六
人
用
〉
が
あ
り
ま
す

か
ら
希
望
者
は
申
出
下
さ
い
。

坪
野
鉱
泉
(
石
橋
久
松
)
は

キ
ヤ

γ
プ
地
利
用
者
に
特
別
割

引
を
致
す
よ
う
、
委
員
会
に
申

出
が
あ
り
ま
し
た
。

割
引
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま

す。
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ヤキ

の
酢
潰
』
及
び
『
ほ
た
る
い
か

一明

の
塩
辛
』
の
技
術
指
導
講
習
会
一

U

を
六
月
七
日
及
び
八
日
に
水
産
一

υ

加
工
組
合
で
有
意
議
に
行
わ
れ
一
仁
イ

ま
し
た
。
同
製
品
に
つ
い
て
は
一

C

或
る
確
信
を
得
る
も
の
が
あ

り
、
遠
か
ら
ず
市
の
名
産
物
と

し
て
お
目
見
得
す
る
事
で
あ
り
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レ恥
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五
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二
+
六
日
か
ら
穴
月
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回
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-
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運
輸
省
港
湾
局
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課
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一
長
が
港
湾
施
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を
視
察
の
た
一
農
業
委
員
会
開
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一
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来
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一

企

六

日

〈

水

〉

一
全
三
十
日
ハ
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〉
一
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三
国
富
山
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保
護
司
大
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一
市
議
会
建
設
委
員
会
開
桂
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を
本
市
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開
催

富
山
労
働
基
準
局
長
来
削
一
企
七
日
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全
三
十
一
日
〈
木
〉
一
町
議
会
商
工
水
産
委
員
会
開

市
議
会
議
員
協
議
会
及
び
農
一
保

林

委

員

会

開
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一

水

産

加

工

技

術

講

習

会

開
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農
林
省
計
画
部
長
来
市
一
企
九
日
〈
土
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六
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議
会
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い
て
開
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陸
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自
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楽
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農
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共
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組
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水
産
加
工
技
術
講
習
会
開
催

魚
津
市
に
は
『
ほ
た
る
い
か

』
が
た
く
さ
ん
漁
獲
さ
れ
ま
す

一
が
、
大
部
分
は
煮
干
と
し
て
加

一
工
製
造
さ
れ
る
外
、
名
産
物
が

)
一
少
い
の
で
其
の
利
用
方
法
が
常

号
一
に
考
究
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

川
純
一
今
回
市
主
催
、
市
水
産
加
工

悌
一
製
造
業
組
合
後
援
の
も
と
に
、

大
量
生
産
向
き
『
ほ
た
る
い
か
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全
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成
肥
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早
わ
か
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季
節
の
つ
け

も
の
百
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深
草
の
栽
培

士
郎
著

商
品
案
内

私
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音
楽
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りをにも全産椿をら辺の。除特を間しる成ここ丘の越.、のの を中等でも う も用薬のの薬と

た
い
も
の
で
す
。
普
通
防
除
の

重
点
は
、
ニ
化
娯
虫
に
お
き
黒

棒
を
別
に
考
え
る
。
ニ
化
娯
虫

の
適
期
は
、
六
月
下
旬
黒
棒
は

七
月
に
入
り
ま
す
が
、
娯
虫
防

除
適
期
を
一
寸
お
く
れ
て
パ
ラ

チ
オ

γ
反
当
三
E
で
両
方
を
一

度
に
撲
滅
し
て
頂
き
た
い
も
の

で
す
。
残
念
乍
ら
今
年
の
早
植

は
ニ
化
娯
虫
の
発
生
が
早
く
、

産
卵
も
早
く
て
、
早
く
成
虫
し

ま
す
。
御
苦
労
で
も
早
速
B
H

C
三
%
、
粉
剤
反
当
三
K
で一

般
防
除
の
先
に
、
と
り
あ
え
ず

早
植
の
二
化
娯
虫
を
防
除
し
て

下
さ
い
。

向
市
内
黒
椿
象
の
発
生
ケ
所

は
、
松
倉
全
部
、
上
中
島
、
升

方
、
上
野
方
、
下
野
方
、
石
垣

新
、
東
城
、
天
神
は
東
山
、
天

神
野
新
、
西
布
施
は
蛇
回
を
除

く
全
部
、
経
団
は
立
石
で
、
六

日
頃
飛
来
が
あ
り
ま
し
た
。


